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家庭鋼判所は，駁婚や相続などに関する家庭内

の紛争や，非行を犯した少年の寧件を専門的に取

り扱う蕊判所として，昭和24年(1949年)に創

股されました。

「家庭に平和を‘少年に希望を｣を理念として，

紛争や非行の背後にある原因を探り，どのように

すれば，家庭や親族の間で起きた槻々な問題が円

満に解決され，非行を犯した少年が健全に更生し

ていけるのかを第一に考え，それぞれの嘆案に応

じた適切妥当な方法で問四の解決を図りま説

国民に利用しやすいように，各部退府県庁の所

在地(北海道は札幌，函館，旭川及び釧路)に本庁

が■かれているほか，主要な都市に支部が置かれ

ていま浅このうち，すべての本庁と主要な支部

に家庭裁判所函査實が勤務していま説
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庭裁判所と裁半家垂宰旺呪同所

家庭裁判所調査官裁一 一
一

q

I専門憧壱支える
－

’高鹿な研修照
一稼族･‘入，社会画架け橋選して一ー画
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『最高裁判所が実施じている戴判所騒員(家庭裁判

所露査宮補)採用I種賦験に合格し，家庭裁判所鯛

査宮補として採用されると，直ちに裁判所壕員総

合研修所に入所しま壷そして,家庭蕊判所飼童盲

養成課程において約2年間の養成研修を受け,こ

の課程を修了した者が家庭裁判所踊査官に任命さ

れま説

行動科学系の専門職に対する研修としては,世界

にも比麹のない充実した内容を跨っていま説
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厩修所での漢■の橡子
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採用賦験に間する問い合わせ先
●●●●●●●●●●●･●●●e･･｡●●◆e●■■●b●●●●●■●■●

O最寄りの家庭裁判所の人事課

（人喫課の面かれていない庁では総務課）

O最高裁判所事務総局人願局任用課試験第二係

電話03-3264-8111(内線■

！
家庭観判所岡査宮制度に園する問い合わせ先
●ゆ●●●｡■●●●■＆●●●□●･●●■◆●●■●●の。｡・Q･●●●･●

O殿寄りの家庭裁判所の総務腰

o最高栽判所碩務鰭局家庭局第三課調査制度係

電諾03-3264-8111(内繍■
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烈本ﾘｰﾌﾚｯﾄにおける事繩服者が含漂れている写阿は,すべてI池を掻影したもので戎

裁判所ウヱブサイト●http:"www・courts.go・jp/
裁判所のウェプサイトにある『採用肢験佃姻には，○肢験案内‘○受験･採用手続，
O唾問題，○先輩藤員からのメッセージのほか，たくさんの偶覇を掘賊していま室

可

最高裁判所裁L
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家庭殿I所
討泓弦！
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家庭裁判所調査官
Q

家庭･非行問題のエキスパートとして－

社会経済状況の変化により，家族の在り方や子ども

たちを取り巻く環境が大きく変化していま説離婚の

増加に伴う子どもの親椛などをめぐる激しい争いや，

動槻の解明が困難な■大少年非行の増加など，家庭戯

判所で取り扱う問題もますます複雑かつ困難なものと

なっていますも

家庭裁判所頂査宮は，心理学,社会学,教宵学,社

会福祉学などのいわゆる人間関係賭科学の知職や技法

と法律知匿を活用して，これらの家庭内の紛争や非行

の原因などを飼査していま説まさに家庭･非行問題

のエキスパートとして活躍するのが家庭戴判所飼査宮

で或

l家事事件
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｜面接調査 ……
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耳を傾けることから始まる

家庭蕊判所岡五官の行う事実の鬮査はiまず当事者

簿の話に耳を傾けることから始まりま或

寧案を解明するためには,相手の目線に立って.じっ

くりと鱈を聴くことが何よりも重要で漢また，当寧

者に対し紛争の解決に向けた助言を行ったり，少年・

保鍵者に対し少年の更生のために必要な指導や助言を

行うこともありま窪

科学的調査子どもに対する画陶画毎 剛輔家事飼停への出席

専門的技法を活用して

家庭鋤判所飼査官の鯛査では，心理テストを活用し

て，その結果を紛争の解決や車案の解明に役立てるほ

か，適切な面接技法などを用いて，混乱している当覇

者が冷静に自己を握り返り‘意欲的に問題解決に取り

組むことがてきるように援助することもありま謀

｜少年事件■■■事実の調査

問題の背後にある真の原因を探る

家庭蕊判所は,夫婦や親族間の争いなどの家庭に閲

する問題を家亭麹や家事飼停，人事賑舩などによっ

て解決するほか，非行を犯した少年について処分を決

定しま戎これらの車件を適切に解決するには，問題

の背後にある人間関係や環境などの事実を十分に考惑

することが璽要で説

家庭裁判所■査宮は．このような観点から，紛争の

当寧者や少年･保襲者を飼査し，必要に応じて学校簿

の関係撒関の職員や少年事件の被害者の方から碩傭を

聴くなどして事実関係を解明し，その結果を蕊判官に

報告しま謀

社会的評価 剛醸ミ
高い評価と大きな期待

・このような家庭数判所飼査官の職務は，ますます社

会的な霞要度が増してきていま説高度に専門的な職

務を担っている家庭裁判所飼査富は､裁判所内外から

高く評価されるとともに，大きな期待が寄せられてい

ますも

少年■判への出庫 少年･保屋者に対する面泊画奮

・写寓のう蚕1は鉱胃富,2は爵停員貝0両ﾛも，“』 &“･''8.09偶4は鷺再扇E隠官.5は芭需事冑盲・6憾当軍費.7は少年.8は侭■ぜ.9は付忍人宅示称
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舷剥さ・穂利用、ご富とのケースカンファレンス
心、テストの夷漣 珊璽呵五に同かつ 餌穂室での贋査の打きせ

ビデオ鰻■遍喧用したケース椣翻
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